
いています。近頃は、海を漂い続けるプラスチッ
クゴミなど、ゴミの問題について耳にすることが
多くなりましたが、このように目に見える形で体
験することはとても大切だと感じています。何よ
り、子どもたちが進んで一生懸命取り組んでくれ
たので、短い活動時間の中、多くのゴミを拾い集
めることができました。
　生きもの探しも大人気です。海側の石の下には
イソガニが、川側ではウキゴリなど数種類の魚を
観察することができました。（観察した後は必ず
元々いた場所に戻します）
　春になったばかりでまだ水は冷たく、ざぶざ
ぶ入るわけにはいきませんでしたが、子どもたちは網に生きものが入るまで何度もチャレンジしていま
した。
　小さな生きものたちと共に住める環境が、このように身近にあることを肌で感じられる時間です。これ
からもホウカGO ！では、このような活動を大事にしていきたいと考えています。

　ホウカGO ！の活動拠点となる中央公民館から、歩いていけるベンベ川。その河口で生きものさがしを
してみると、ゴミがたくさんあることがわかり、子どもたちとゴミ拾いも行っています。ペットボトルやビ
ニール袋、空き缶や針金などの金属類、電池、割れたガラスや陶器など、私たちの生活から出る物が流れ着

ベンベ川河口へ

毎週の活動はSNSでご覧いただけます。

豊浦町　放課後子ども教室
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何とれたかな〜？ じっくり観察！
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